
専門分野

微生物学的検査

開講時期 1年　後期 担当教員
担当教員の
実務経験

有 ・ 無

チェック欄

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

区分４６ 授業科目名
1単位

（１６時間）

ウイルス総論

◆実務経験の内容

◆授業の目的・目標
ウイルスの分類、構造の基本から、どのような病気の原因となるかを具体的な例に触れながら学び、国家試験にも対応できるよ
うに名称や用語、検査法・診断法の基礎知識を習得する。

◆授業の概要・授業方針

基本的にスライドとハンドアウトを用いて授業を行い、各自の理解度を確認しながら行う。

◆テキスト・参考資料等 ◆成績評価の方法

微生物学／臨床微生物学、スライドのハンドアウト 学期末テスト

授業計画

早坂　大輔

ウイルス各論　神経ウイルス感染症、ウイルス性食中毒

ウイルス総論　節足動物媒介ウイルス、新興感染症、人獣共通感染症

ウイルス診断、検査法

微生物検査学
（ウイルス学）

単位数

ウイルス各論　ウイルス感染による呼吸器病

ウイルス各論　乳幼児で問題となるウイルス感染症

ウイルス各論　ウイルス性肝炎、癌

ウイルス各論　ウイルス感染による性感染症


